
収支 0 1,011,316 1,011,316

運営事務費 923,700 938,217 14,517

支出計 13,474,000 12,665,930 ▲ 808,070

事業費 850,000 754,459 ▲ 95,541

教材費 150,900 191,778 40,878

保険料 62,900 30,460 ▲ 32,440

委託費 1,954,000 1,891,414 ▲ 62,586

賃借料 309,000 331,099 22,099

手数料 34,000 90,172 56,172

修繕費 309,000 275,060 ▲ 33,940

印刷製本費 154,500 0 ▲ 154,500

通信運搬費 120,000 125,397 5,397

消耗品費 206,000 273,539 67,539

収入計 13,474,000 13,677,246 203,246

人件費 8,400,000 7,764,335 ▲ 635,665

指定管理料 13,176,000 13,176,000 0

自主事業収入 298,000 501,246 203,246

開館時間 午前9時から午後4時30分まで

事業収支 （確認方法）年度事業報告書

項目 計画値（単位：円） 実績値（単位：円） 計画比（単位：円）

モニタリングレポート（平成30年度）

施設名 鈴鹿市伝統産業会館

施設所在地 鈴鹿市寺家三丁目10番1号

指定管理者名 伊勢形紙協同組合

開館日数 306日 総利用者数 16,821人
1日当たりの
利用者数

55人

評価担当課 地域資源活用課 問合せ先 059-382-9016

施設の運営状況 （確認方法）日報，月次報告書，年度事業報告書



施設の課題と対策

本年度はブロック塀の改修工事を行ったが，依然として修繕の必要箇所も多いため，施設利用者の安全
確保に努め，計画的な修繕を実施していく。

施設の方向性

本市の伝統産業である「伊勢型紙」・「鈴鹿墨」を国内外に発信する拠点として，有効な会館利用により市
内外に広く周知を行い，その継承に寄与した運営を図っていく。

緊急時の対応評価 適　・　不適

台風による被害が出たが，迅速な対応がなされていた。今後も報告・連絡・相談の徹底を図るよう確認し
た。

指定管理者の総括評価 適　・　不適

職員の丁寧な対応が大変好評である。SNSを活用した情報発信などの新たな取組も行っており，今後
も，本施設の円滑な運営が期待できる団体であると考えられる。

年度業務報告書の内容評価 適　・　不適

業務の履行，サービスの質，業務遂行能力等，各種運営に関しては問題がないものと判断する。
日誌や経理簿等の帳簿も整理されており，金銭の管理も適切に行われている。

定例報告会の頻度と内容の評価 適　・　不適

定期的な実施により，指定管理者から適宜報告を受ける体制が整っている。
現地の視察による質疑応答で，施設の管理運営に対する課題の共有ができている。

年度事業報告書
（事業収支表）

○ 問題なし。

その他財務諸表
等

○ 問題なし。

業務遂行能力
（各種財務指標等を参考に同業他
社との比較も含めて○×で評価）

貸借対照表 ○ 問題なし。

損益計算書 ○ 問題なし。

キャッシュフロー
計算書

○ 問題なし。

サービスの質
（「優良・良・普通・要改善」の4段階

で評価）

アンケート 良 良好な結果が得られている。

現地調査 良
清掃等使用に定めた事項を適切に実施さ
れている。

業務の履行確認
（計画書や仕様書の内容を満たし

ているかを○×で評価）

月次報告書 ○ 問題なし。

現地調査 ○ 問題なし。

定例報告会 ○ 問題なし。

評価項目 確認方法 評価 所見


